
遮蔽板（筒）

最終成果（ツール／技術等）時期（何月頃）と内容
ツール/技術名 ツール/技

術種別
テストユース
開始時期

テストユース
実施期間

テストユース
企業 企業活用目的 今後の展開

めっき厚さ均一化
支援ツール

S/W ーーー 地場企業 めっき厚さ均一のため、低コスト、高
品質化を行う。

長岡市近郊の公設試等に
ツールを技術移転、整備して
もらう事で、地方めっきメーカー
の競争力強化に貢献。

特徴 想定適用製品

め
っき
厚
さ
均
一
化

支
援
ツ
ー
ル めっき厚さ均一化

遮蔽板設計
めっき厚さ分布シミュレーションによってめっき槽内電流線、
電流密度分布を可視化 ・各種電気めっき製品

従来 カン・コツ
経験に依存

熟練技術者の経験に依存
実めっき槽での確認・最適化には多大な工数が必要

実用化による波及効果

■代表的な改良点（研究開発への反映）■研究開発内容

■ＳＩＰ終了時に目指す成果

従来カン・コツで設計されていた邪魔板を、熟練技能者
以外でも遮蔽板設計が可能となるシミュレーション技術を
導入し、3Dプリンタによる迅速な邪魔板製造を可能とした
①カン・コツに頼らない、電流密度シミュレーションからの

邪魔板設計（暗黙知を科学する）
②設計データを3Dプリンタに直接転送することで、迅速な

邪魔板製造
③実生産ライン使用槽での確認により“死の谷“克服

めっき厚さ均一化支援システムの開発

実ワーク・複雑形状に対応できるめっき厚さ
均一化支援システム（短納期・低コスト・高品質化）

●従来技術
①カン・コツで設計
②長納期（一週間程度）
③試験槽でのテスト

●研究開発成果の効果
①熟練技能者以外でも設計可
②製造納期短縮
③効果最大化

研究最終成果：高摺動化（めっき厚さ均一化）

実用化の形態：めっき厚さ均一化支援ツール

波及効果：めっき厚さ均一化支援ツール

ＳＩＰ終了後：めっき厚さ均一化支援ツール

大学
（表面研究会）

燕三条
地場産
センター

上越
ものづくり
支援センター

公設試等

日本メッキ
工業

めっき厚さ均一化支援ツール

説明員

Crめっき

Auめっき

1000万円/年以上のコスト削減期待

ビギナー・新規参入者でもわかりやすい「革新的金属表面処理技術資料」
e.g. トコトンやさしいシリーズ（日刊工業新聞社）

SWめっき

新和メッキ
工業

めっき厚さ均一化支援ツール
めっき厚さ均一化技術

＋
邪魔板製造機（3Dプリンター）

企業

共同実施先以外の企業の課題解決への実施を試行
（上越市新和メッキ工業）

めっき品40個のレイアウトとめっき厚さのばらつき

上端、下部、両側の列が
厚く中央が薄い

厚さのばらつき大が課題

電流分布解析の結果、実機の厚
さばらつきを再現。電流分布解析
でめっき槽下部の余分な空間が
厚さのばらつき増大の主因と判明

余分な空間を排除した縮小
めっき槽で厚さのばらつき低
減が可能なことを解明

大きいめっき槽でも遮蔽板
（筒）設置により、厚さのばら
つき低減が可能なことを解明

厚さ分布解析ツールでめっき槽、遮蔽板構造、ワークレイアウトを最適化してめっき厚さのばらつき低減の可能性を提示

めっき槽内の電気力線分布
（下部の空間経由で電流が集中）

ワーク アノード

ワーク アノード

ワーク アノード

遮蔽板（筒）

新和メッキ工業
への技術紹介

液面側(上)

槽底側(下)

めっきワークの厚さ分布

ワーク

アノード

下部の空間経由で
電流が集中

共同実施先（日本メッキ工業）での研究成果
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めっき槽側面図 めっき槽側面図

ワーク厚さ分布(正面図)

ワーク厚さ分布(正面図)

めっき槽
外壁
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